
 

平成１９年２月２６日 

経 済 産 業 省          

 

第３回 事業戦略と標準化シンポジウム 

―グローバル・ビジネス展開のソリューションとしての国際標準化― 

３月１日に開催迫る 

 
・経済産業省は日本経済団体連合会との共催により「第３回 事業戦略と標準

化シンポジウム―グローバル・ビジネス展開のソリューションとしての国際

標準化―」を３月１日（木）に東京の経団連ホールで開催します。 

 

・本シンポジウムでは、企業が事業戦略を立案する際に、標準化を活用するこ

との重要性について御理解を深めていただくことを目的に、経済産業省委託

調査事業による「標準化経済性研究会」が行ってきた事例研究の成果に基づ

き標準化の経済的な意義や価値について情報発信いたします。 

 

・第３回目となる今回は、同研究会のメンバーを中心にした産官学の有識者を

パネラーに招き、主に企業の経営者や事業戦略立案を担当する第一線の管理

者を対象に、企業が標準化をどのように位置づければ、市場を制し、利益を

確保できるか、そのパターンや要因などを、事例分析から特徴を横断的に抽

出し、「国際標準化を活用して成功するビジネスモデルを確立するために、

企業は何をなすべきか」などの論点について、忌憚のない討論が行われます。

 
１．近年、我が国産業の国際競争力強化を図るため、国際標準化活動への戦略

的な取り組みがますます重要になっています。 
こうした中、経済産業省では、昨年１１月に甘利大臣のイニシアチブによ

り、２０１５年までに我が国から国際標準化機関への規格提案を倍増し、我

が国が欧米諸国に比肩する議長・幹事を獲得することを目指すという「国際

標準化戦略目標」を公表しました。現在、その実現に向けて、企業経営者の

意識改革、国際標準の提案に向けた重点的な支援強化、世界で通用する標準

専門家の育成等の取組を進めているところであり、本シンポジウムもその一

環として開催するものです 
 
２．我が国の企業には、事業戦略の立案において国際標準化に積極的な意義を



見出していない傾向がみられます。他方、海外企業の中には、知的財産権な

どとともに、国際標準化の活用を戦略的に有力なツールに位置づけて活動し

た結果、グローバル市場をリードし、高収益を上げている例もあります。 
 
３．本シンポジウムでは、企業が事業戦略を立てる際、国際標準化をどのよう

な点に着目して活用すれば成功に導けるか、事例に見られる取り組み方の示

唆と、海外企業の戦略的な立ち回りなどをヒントに、国際標準化の戦略的活

用を通じた「勝ちパターン」を示すビジネスモデルとは何か、我が国企業に

有利な国際標準化の土俵作りのために何をなすべきかなどについて、討論が

繰り広げられます。このような議論を通じて、広く産業界の経営者や企業の

戦略を担当する方々に、事業戦略において国際標準化が如何に有効なツール

となるかについて理解を深めていただくことを目指しております。 
 
【開催概要】 
○日時：平成１９年３月１日（木） １３：００～１６：２０ 
○会場：経団連ホール（東京都千代田区大手町１－９－４ 経団連会館１４階） 
○主催：経済産業省 
○共催：社団法人 日本経済団体連合会 
○協賛：財団法人 日本規格協会 
○予定来場者数：約４５０人（事前申込、入場無料） 
 
 
                            

（本発表資料のお問い合わせ先） 

 産業技術環境局基準認証ユニット 標準企画室 

             福田室長、小野、寺田 

  電 話：０３－３５０１－９２４５（直通） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■日 時：平成１９年３月１日（木） １３：００〜１６：２０ 

■場 所：経団連会館 １４階 経団連ホール 

■主 催：経済産業省 

■共 催：社団法人 日本経済団体連合会 

■協 賛：財団法人 日本規格協会 

■プログラム： 
 

 １３：００～１３：０５  主催者挨拶  

   松本 隆太郎 経済産業省 大臣官房審議官（基準認証担当）  

  

 １３：０５～１３：１０  共催者挨拶 

   野間口 有 社団法人 日本経済団体連合会 知的財産委員長／三菱電機 株式会社 取締役会長 

  

 １３：１０～１３：２５  経済産業省報告  

   福田 泰和 経済産業省 産業技術環境局 標準企画室長  

  

 １３：２５～１３：３５  日本経済団体連合会報告  

吉田 信博 社団法人 日本経済団体連合会 知的財産委員会 国際標準化戦略部会長 

／株式会社 東芝 執行役常務／技術企画室長 

  

 １３：３５～１４：１０  標準化経済性研究会 基調講演 

 

 

 

 

 

平成１８年度の標準化経済性研究会の取り組みについて、その活動概要と扱った

事例研究についてご紹介いたします。 

 

   ①１３：３５～１３：４０  平成１８年度標準化経済性研究会の活動概要 

       土井 教之 関西学院大学 経済学部 教授／標準化経済性研究会 主査  

   

   ②１３：４０～１４：１０  事業戦略と標準化事例紹介 

       江藤  学 独立行政法人 経済産業研究所 コンサルティングフェロー  

             ／標準化経済性研究会メンバー 
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 １４：１０～１４：２５ 休憩 

  

 １４：２５～１６：１５ パネルディスカッション  

～グローバル・ビジネス展開のソリューションとしての国際標準化～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 本パネルディスカッションでは、標準化経済性研究会が取り組んできた代表的な事例研

究から浮かびあがってくる事業戦略における国際標準化への取り組み方に関する示唆と、

欧米企業等における国際標準化における戦略的な立ち回り方等を踏まえ、我が国産業の特

色を踏まえたビジネスモデルの中での国際標準化・知的財産の戦略的活用の勝ちパターン

とは何か、我が国に有利な国際標準化の「土俵」作りにために何をなすべきかという観点

から、産学官の有識者からなる討論を予定しております。 

 

      座  長： 新宅純二郎 東京大学 ものづくり経営研究センター 研究ディレクター         

     パネラー： 小川 紘一 東京大学 ものづくり経営研究センター 特任研究員 

         椙山 泰生 京都大学 経済学研究科 助教授  

          富田 純一 東京大学 ものづくり経営研究センター 特任研究員 

                              ／東洋大学 経営学部 講師  

          藤澤 浩道 株式会社 日立製作所 中央研究所 研究開発本部 技師長 

                              ／国際標準化推進室長 

          福田 泰和 経済産業省 産業技術環境局 標準企画室長 

 

 １６：１５～１６：２０  閉会挨拶  

   椋田 哲史 社団法人 日本経済団体連合会 産業第二本部長 
 

■参加費：無料 

■申 込：添付の参加登録書にて事務局までお申し込み下さい 

 

※本プログラムは、都合により修整されることもありますのでご了承ください。 
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